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「施設」と「在宅」の挟間に何がないのか？ 

高齢者施策とは？ 

「施設」か「在宅」かの二者択一？ 

「施設」と「在宅」の挟間に何かありはしないか？ 



高齢者施策とは？ 

何かできることはないか？ 





事業のテーマ 

第２の在宅を創ろう 
くすのきハウス１ 

くすのきハウス２ 



くすのきハウス３ 

くすのきハウス４ 



企画委員会 

市・包括・常楽荘の 
入所判定会議 

運営委員会 

















配食の手伝い 

草取り 

山羊の世話 

干椎茸の足切り 





鶏の世話 







最近の状況 （平成２９年４月１日～９月３０日） 

男 
25 

女 
22 

利用者数 

合計：４７名 

0

2

4

6

8

10

12

14

60～69 70～79 80～89 90～99 100～ 

男女別年齢構成 

男 

女 



最近の状況 （平成２９年４月１日～９月３０日） 
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最近の状況 （平成２９年４月１日～９月３０日） 
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最近の状況 （平成２９年４月１日～９月３０日） 
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平成２９年１０月１日の居所 



成果と評価 

・成功ばかりだけではない 
 
 

４８歳の若年性アルツハイマーの男性をわずか数か月
で精神科入院へ移行させてしまったケースも・・・ 



成果と評価 

・職員自身の仕事に対するモチベー 
 ションが上がってきた 

・豊後大野市の社会資源の一つとして 

 継続 




